
TMRセンサによる生体磁場計測の進展 

Recent progress of bio-magnetic field measurement by TMR sensors 
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次世代のスピントロニクスデバイスとして，期待が大きい素子が超高感度スピントロニクスセ

ンサ（通称：TMR センサ）である。現在，TMR 効果は飛躍的に向上しており，室温下に置いて

最大で 600%にも至っている。このような飛躍的な TMR効果の増大を背景として，ヒトの脳や心

臓の微弱磁場を室温で計測可能な生体磁気センサへと応用しようとする機運が高まっている。 

従来の超高感度磁気センサである，超伝導量子干渉素子（SQUID）により生体磁場測定の有用

性は示されてきたが，SQUIDは低温動作のため，素子を冷却するために装置が大型化し，ランニ

ングコストが高いことが課題であった。TMR 素子は，SQUID に迫る感度を有し，室温動作，小

型，低消費電力動作を特長とし，身体に密着させて（ウェアラブルで），心臓や脳の磁場を検出で

きる強みがある（図 1）。このような夢のデバイスの実現に向けて，現在取り組んでいる TMR 磁

気センサの高感度化，低ノイズ化，および，生体磁場計測への応用について，本講演では紹介を

したい [1, 2, 3]。 
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図 1 TMRセンサを用いた心磁計（MCG）および脳磁計（MEG）の概要 
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